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1 はじめに  

スケジュー リング問題において様々な評価基準があり、それら複数の目的関数を同時に考慮しノ1  

ランスあるスケジュールを求めることが現実的であることも多い，本研究では等価並列3機械の問題  

に対し，最大完了時間と最大納期遅れの二つの目的関数を考え，その非劣スケジュールを求める方法に  

ついて考察を行った．  

2 2目的等価並列機械スケジューリング問題  

相個の仕事Jl，…，ノ氾と3台の等価並列機械几れ，朗2，〟3があり，それぞれの仕事Jiには処理日寺間  

釣と納期d′よが決められているとする．いずれの仕事も処理を途中で中断，再開できるものとする・Clf  

を仕事Jよの処理が終了する時刻ムを上一よ＝Cl一徹とする．最大完了時間C’一′Tl。∬はC肋膵＝rIlarX〔二1J， ＜ 
1・よ＜化  

最大納期遅れん仙㍑はん托α∬＝maXんでそれぞれ与えられ，この二つの目的関数を最小化する問題  
1＜イ＜几  

を考える．  

3 上汀川′∬最小化問題   

等価並列機械において納期が決められている場合，実行可能なスケジュールが存在すれば†そのス  

ケジ ュールを求めるアルゴリズムがSa・bIliにおいて与えられている射ただし〔∠1≦d2≦‥・≦dTlと  

し，几れ（よ），〟2（才），〃3（ま）をそれぞれ几れ，凡才2，几毎における仕事ノ上の処理の終了時間とする・   

SaJbniのアルゴリズムによって3台の機械のにおける仕事．ナメの終了時間はそれぞれ以下のように  

なる．  

・よ  J  

1＜た＜J ヮ汝（∑勃減＋∑扉  〃1（五）  

J＝1  J’＝た＋l  

財2（ケ）＝IlliIl（几れ（i－1），財2（才一1）＋（釣－（几れ（ナ）－〟1（五－1））））  

ノi  

〟3（哀）＝∑pJ・－（賄（わ＋〃2（宜））  

、J＋1  

4 2目的等価並列機械スケジューリング問題  

Sa．blliのアルゴリズムを用いて2目的等価並列機械スケジューリング問題を考える．エ＞0と  

し，d．f一トムを仕事ノ．∫の新たな納期とする．〔1′皿ご∫－を最大完7時間とすると〔1皿‥∫二は全ての仕事に対する  
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共通の納期と考えることができる．これにより（1）式は以下のようになる。  

五 豆  

瑚）＝1恕（∑祢min（dた＋エ，㍍αJ＋∑扉  
J＝1  

J’＝た十1  

全ての仕事が新たな納期dた＋いこ間に合うような実行可能スケジュールが存在すれば  

〟3（乞）≦几毎（宜－1）   

が成立し，Sa上niのアルゴリズムによって実行可能スケジュールを求めることができる。   

式（1，）～（2），（3），（4）より以下の不等式か導かれる。  

イ】  

（4）  

l  

∑ムー（怖（わ＋〟2（乞））≦〟2（五－1）  

J＝1   

これより以下の式を導くことができる．ただしここでα，β，7，∂，どはdた，p豆によって決定される量と  

する．  

3エ ≧ α  

2上′＋C↑托α∬ ≧ β  

上＋2C↑托α∬ ≧ 7  

・1／．＝〔■′…‖・ニミ √＼  

3C’mα∬ ≧ ど  

これらの不等式を満足する領域に実行可能解が存在し、非劣解は領域の境界，すなわちこれらの  

いずれかで不等式の等号の成立する領域に存在する．これにより実行可能なCmα∬，エを求め，Sabniの  

アルゴリズムによって実行可能スケジュールを得ることが出来る．  

5 さいごに  

本研究では等価並列3機械において最大完了時間と最大納期遅れの二つの目的関数を考え，その  

非劣スケジュールを求める方法を与え，2つの目的関数の関係について考察を行った・なおこの研究  

は帝塚山学園特別研究費と文部省科学研究費基盤研究（c）（2）08680460による援助を受けている・  
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